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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本人英語学習者が俳句を使ってどのように自己表現力を育成できるかを
検証し，日本人に最適な英語ライティング指導法を提案することを目的に実施された．本研究では，(1) 日本人
大学生が作成した英語俳句の言語学的特徴と感情表現のパターン，(2) 俳句ライティングの可能性と限界，(3) 
学習者の俳句作成活動に関する見解に焦点を当て，俳句学習の教育的効果を質的・量的データを用いて多角的に
検証した．

研究成果の概要（英文）：The aims of the current study were to investigate how Japanese English as a 
Foreign Language (EFL) students can develop their voice by composing haiku in English and to provide
 pedagogical implications for teaching second language (L2) writing in the Japanese EFL context. 
This study examined (1) linguistic features and patterns of emotional expressions used in 
English-language haiku produced by Japanese EFL writers, (2) possibility and limitation of this 
haiku writing approach, and (3) perceptions and attitudes of Japanese students concerning 
English-language haiku writing. 

研究分野：英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して，英語による俳句作成活動が学習者のやる気を促し，語彙習得・言語意識を高める効果があるこ
とが明らかになった．日本人英語学習者が作成した英語の俳句は，簡単な文法や単語で構成されていたが，書き
手の気持ち・想いが様々な形で表現されていた．本研究で得られた結果は，限られたデータからの調査ではあっ
たものの，先行研究ではほとんど報告されてこなかった内容であり，俳句作成の教育効果を実証的に検証できた
という点で，その学術的意義は大きい．また，私たちに馴染みのある俳句を英語教育に取り入れることで自己表
現力育成を可能にすると解明できたことも英語教育の分野に新たな可能性をもたらしたと言うことができる．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2020年東京オリンピック・パラリンピック開催が決定し，近年グローバル化がさらに加速してい

る．こうした社会の中で，日本における英語ライティングでも，学術的な文章のみならず，職業

的な文章や口語的な文章といった様々なジャンルを用いて「自分の考えや見解を書く」ことが今

まで以上に求められるようになってきた．現代の社会ニーズに応えるためにも「英語で自分の考

え，見解，感情を書く（表現する）力の育成と向上」が，英語教育界で早急に取り組まなければ

ならない課題となっている． 
 
 
２．研究の目的 

本研究は，日本人英語学習者が俳句を使ってどのように自己表現力を育成できるかを検証し，日

本人に適した英語ライティング指導法を提案することを目的に実施された．特に，本研究では，

(1) 日本人大学生が作成した英語俳句の言語学的特徴と感情表現のパターン，(2) 俳句ライティ

ングの可能性と限界，(3) 学習者の俳句作成活動に関する見解に焦点を当てて調査を行なった． 
 
 
３．研究の方法 

(1) データ収集方法 
本研究は，日本の大学で教養英語を履修する学習者を対象に実施した．本研究のデータ収集期間

は7年間（2011年〜2017年）で，研究代表者が担当する「教養英語１年」を履修する学生からデ

ータとして，10個の俳句から成る「英語俳句集」，「俳句活動についてのアンケート」，さらに

「リフレクション・エッセー」を回収した． 

 

(2) データ分析方法 

本研究は，Hanauer（2010）が考案した分析方法（Poetry as a research method）を用いてデータ分析を

行った．最初に，すべてのデータを電子化し，7348個の俳句から成る俳句コーパスを作成した．次に，

英語俳句の言語学的特徴と意味構築パターンを調査するために，統計解析ソフトを用いてコーパス中

で使われる俳句の構造，機能語，語彙レベル，内容語，感情語の分析を行った． 

俳句活動に関するアンケートは，学習者の一般的な傾向を調査するために，アンケートの各項目の

平均値と標準偏差を数値化し，俳句作成活動の可能性と限界を分析した．また，リフレクション・エッセ

ーは，コーディング（Coding）することでそれぞれの特徴を示す内容を抽出し，共通する事項を集約する

ことで，俳句作成活動の教育効果と問題点を調べた． 
 
 
４．研究成果 

(1) 英語俳句の言語学的特徴と感情表現のパターン (Iida, 2017, 2018a, 2018b, in press) 

本調査では，研究参加者738名が作成した7,348個の英語俳句から言語学的特徴を調査した．結果

として，英語俳句は１句につき平均13 (4-5-4) wordsで構成され，使用されている単語の約90％が，

英語母語話者が日常生活で使用する上位2,000語に一致していた．人称代名詞においては，1人称

が最も頻繁に使われており，2人称や3人称の使用は非常に限られていた．感情表現に関しては大

きく6パターンに分類され，学習者は自己表現する際，「体の部位」「色」「感情」「気温」「身

体的反応」「知覚過程」を表す単語を使用することがわかった． 

 

 



(2) 俳句ライティングの可能性と限界 (Iida, 2019) 

本調査では，738名から無作為に選ばれた133名を対象にアンケートを実施した．全体的に見て，

研究参加者は英語の授業における俳句作成活動に肯定的な見解を持っていることがわかった．本

研究では，学習者の81.4%が俳句作成は有意義な活動であり，83.1%が俳句は興味の持てる活動

であると回答しており，また，学習者は俳句作成により新たな語彙を習得でき，言語意識も高ま

ると考えていることも明らかになった．その一方で，俳句作成が書く力の向上に役立つと考える

学習者は75％にとどまった．この結果より，書く力の育成のためには，(1) より明示的な指導，

(2) 俳句を作成することで実際にどのくらい書く力が伸びたのかを検証する言語活動，を授業内

で実践することが必要であることが示唆された． 

 

(3) 学習者の俳句作成活動に関する見解 (Iida, 2019) 

本調査では，前調査の対象者である133名が作成したリフレクション・エッセーを回収し，それ

ぞれのライティングをコーディング（Coding）することで，学習者に共通する俳句作成活動につ

いての見解を分析した．分析結果から，「俳句作成の難しさ」「英語学習に対する意識の変化」

「英語スキルの向上」「感情表現への意識」「振り返りの効果」「日本語で書く俳句と英語で書

く俳句の違い」の6つの主題が検出された．本調査より，英語で俳句を作成することによる学習

効果や学習者が俳句作成時に問題を抱えていることがわかった．その一方で，俳句を作成する過

程で学習者がどのような問題に遭遇するのかという緻密な分析には至っておらず，今後この視点

からの分析が必要となった． 

 

上記の３つの調査結果を踏まえ，本研究では，(1) 日本人の大学１年生は英語で俳句をする十

分な能力を有していること，(2) 学習者は俳句作成活動を通して，感情表現をより意識するよう

になり，自分の気持ちを表す際，より適切な英単語や英語表現を使用するようになることが明ら

かになった．こうした活動は自己表現力育成の基盤となり，「自分の考えや想い」を伝えるとい

う本来の英語教育の目的にも合致している． 

本研究を通して，日本人に馴染みのある俳句を英語学習に取り入れることで，書き手の自己表

現能力育成のみならず，言語意識を高める効果が期待できることが明らかになった．今後は，俳

句を作成することで実際に「書く力」がどのように伸びていくのかを検証していきたい． 
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